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日本では長期間の気象官署の解析から、近年、日降水量・
１時間降水量の増加が指摘 （気候変動監視レポート, 2017）

 平成２４年７月九州北部豪雨

 平成２６年８月豪雨

 平成２７年９月関東・東北豪雨

 平成２９年７月九州北部豪雨

 平成３０年７月豪雨

■ 近年の豪雨災害日降水量 100mm以上の年間日数（51地点）

気候変動監視レポート2017（気象庁）

背景

 稀に発生する豪雨（極端降水）は、複数の要因が
組み合わさって発生する。（梅雨前線、台風、線状降水帯）

地球温暖化により極端降水がどの程度変化したのか？
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• 地球温暖化対策に資することを目的として、文部科学
省の気候変動リスク情報創生プログラムは、「地球温
暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベー
ス（d4PDF）を作成した。 [Mizuta et al., 2017]

背景

IPCC 第五次評価報告書
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地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベース
Database for Policy Decision making for Future climate change (d4PDF)

■ 60km全球版 （MRI-AGCM:気象研究所大気大循環モデル）

● 現在実験（100メンバー，60年間） 計6,000年
SST: COBE-SST2 1951年～2010年（with100観測誤差摂動)

● 将来実験 （90メンバー，60年間） 計5,400年
SST: COBE-SST2 + 6SST anomaly*（with 15観測誤差摂動）

※将来気候は産業革命以前から全球平均で４℃上昇した気候（ＣＭＩＰ５）

● 非温暖化実験 （100メンバー，60年間） 計6,000年
・ COBE-SST２をもとに、1900年—1919年をSSTの平均状態とする。GHGｓ濃度は１８５０年。

・ 過去の気温上昇トレンドを除去した年々変動と過去実験で使用した摂動を加えたSST。

■ 20km領域版(NHRCM: 気象研究所非静力地域気候モデル)

● 現在実験 （61年） 1950年～2010年
50メンバー （全球の半分）

● 将来実験 [4℃上昇気候] （61年）
90メンバー （６SSTx15初期摂動）

[Shiogama et al. 2016; Mizuta et al., 2016, Imada et al. 2017]
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d4PDFから広がる適応に資する研究

■ 20km領域版からのダウンスケーリング

Kawase et al. (2018) Sasai et al. (2018, submitted)

岐阜・長野 2kmDS(NHRCM)
過去実験 豪雨事例のみ数十ケース

＋２度実験 豪雨事例のみ数十ケース

長野 1kmDS(NHRCM)
過去実験 多雪５年、平均５年、少雪５年

＋４度実験 多雪５年、平均５年、少雪５年
＋２度実験 多雪５年、平均５年、少雪５年

北海道 5kmDS(NHRCM)
過去実験 豪雨事例３０００ケース

＋４度実験 豪雨事例５４００ケース [山田他，2018; 星野他，2018]

北海道大学他 報道発表(2018/11/20)

本州域 5kmDS(NHRCM)
過去実験 ３７２年

＋４度実験 ３７２年
＋２度実験 ３７２年
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地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベース+α
Database for Policy Decision making for Future climate change (d4PDF)

■ 20km領域版(NHRCM: 非静力地域気候モデル）

● 過去実験（50メンバー，61年間）
SST: COBE-SST2 1950年～2011年
with 観測誤差摂動

● 将来実験+4度 （90メンバー，61年間）

● 非温暖化実験（０メンバー，０年間）
1850年頃の温室効果ガス濃度
1900年頃の海面水温

日本の降水は地形の影響を強く受ける。
20世紀の地球温暖化が豪雨に及ぼす影響を調べるため
には、非温暖化実験の20km領域版が必要。

■ 20km領域版(NHRCM: 非静力地域気候モデル）
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地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベース+α
Database for Policy Decision making for Future climate change (d4PDF)

■ 20km領域版(NHRCM: 非静力地域気候モデル）

● 過去実験（100メンバー，68年間）
SST: COBE-SST2 1950年～2017年
with 観測誤差摂動

● 将来実験+4度 （90メンバー，61年間）

● 将来実験+2度 （54メンバー，61年間）

● 非温暖化実験（100メンバー，68年間）
1850年頃の温室効果ガス濃度
1900年頃の海面水温

■ 20km領域版(NHRCM: 非静力地域気候モデル）

d4PDFの過去実験及び非温暖化実験の領域20km版を
用いて、現在の日本の豪雨に対する20世紀の地球温暖
化の寄与を調査する。

目的
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[mm/月]

20km地域気候モデルで再現された大雨結果

20kmのモデル地形
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20km地域気候モデルで再現された大雨結果

７月の最大日降水量
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20km地域気候モデルで再現された大雨結果
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[%]

※青色は過去実験で多い

20km地域気候モデルで再現された大雨の変化結果

７月の最大日降水量

20kmNHRCNの地形（標高）

７月最大日降水量の変化も、
大雨日数と同様に九州西部で
増加し、東部で変化が小さい

７月の100mm/day以上の日数

※青色は過去実験で多い
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＜九州西部＞

＜九州東部＞

７月最大日降水量 頻度分布(過去vs非温暖化 1980-2010)

過去実験と非温暖化実験の差

強い雨増加

－過去実験
(シェイドは±1σ)

－非温暖化実験

変化小さい

７月最大日降水量

結果

灰色棒：アメダス

７月最大日降水量

日降水量(mm/day) 日降水量(mm/day)

相
対
頻
度

相
対
頻

度

日降水量(mm/day) 日降水量(mm/day)

↑

↓

過去実験
で多い

過去実験
で少ない

過去実験と非温暖化実験の差

標高を色付けした場所が
九州西部

標高を色付けした場所が
九州東部 12



結果 ７月の100mm/day以上の日数の年々変動

九州西部
vs

九州東部
相関係数：0.179
（有意でない）

大雨日数（100mm/day以上）の年々変動

黒灰線：九州西部
青線：九州東部

大雨をもたらす

要因が異なる

日
数
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１
格
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あ
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り
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九州西部の100mm/day以上の
降水日数と各格子の相関

九州西部と相関が
高い地域
- 東シナ海
- 四国西部
- 紀伊半島西部 等

７月の100mm/day以上の日数の年々変動

九州西部

14



九州東部の100mm/day以上の
降水日数と各格子の相関

７月の100mm/day以上の日数の年々変動

九州東部

九州東部と相関が
高い地域
- 四国
- 紀伊半島東部
- 中国
- 太平洋沿岸から熱帯

≫台風を示唆
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Shading: Z500, vector: qV850 Shading: Z500, vector: qV850[1981-2010] [1981-2010]

７月の大雨日数(100mm/day)と循環場との相関(年々変動)

850hPa高度場,水蒸気フラックス九州西部 九州東部

・ 太平洋に正の相関（太平洋

高気圧強化）、日本海に負の相
関（トラフ強化）。

・ 九州西部で南西と北西から
の水蒸気輸送・収束パターン

梅雨の大雨

・ 西日本や日本の南海上
に負の相関

台風と関連？

結果
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九州西部

- 20世紀の温暖化で強い降水が増加

- 強い降水日数の頻度は、水蒸気輸

送と水蒸気収束と関連

- 温暖化に伴う水蒸気量の増加により強

い降水が増加した可能性

九州東部

- 20世紀の温暖化による強い降水の変化は小さい

- 強い降水は主に台風に関連

- 過去実験で台風がやや減少、水蒸気量の増加の効果を相殺

大雨に対する温暖化の影響が地域により異なる可能性が示唆

まとめ

同様の解析は東北地方の雨や雪でも可能。
今後、他の地域、月、現象（e.g., 雪）を対象に調査していく予定。
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ありがとうございました。

2018年11月27日
立山室堂(標高2450m)
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